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▲外国語指導助手
　タイラー・カーティスさん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　漁港で私と２人の男が背の高いイスに座っている。水のポンプが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブンブンと大きな音をたてている水槽に両手を突っ込み、青海苔取
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りをしている。水の上に茶色い塊が漂ってきて、水槽に沈まないう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちに青海苔をつかみ、取り出す作業の繰り返しだ。１人の男に向け
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て、「ノープロブレム？」（問題ない？）と私が聞いた。先ほど彼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も同じ英語を使った。「うん」と男が海草を取りながら答えた。彼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はほほ笑んでいないが、目つきで温かい気持ちが伝わる。「青海苔
　の収穫が終わったら、俺らの船の場所にとめていいからの」と彼が言った。「Thank　you」と言い返した私は心
　から感謝した。
　　２年前に中古車とほぼ変わらない値段でヨットを買い、瀬戸内海を航海している。瀬戸内海の島々にいる人は
　とても優しい。しかし、日本人の皆さんがホストで、私が単なるゲストという関係ではなくて、日本では不可欠
　で当たり前の親切さを感じたように思う。
　　東日本大震災の被災者のためにお金を寄付し、祈りを送り、実際に自分の手で助けていることから、日本人は
　寛大な人々だと思った。私の西条出身の友達は２回も東北へ行き、この記事を書いている現在も、東北でボラン
　ティア活動をしている。しかも、被害が他の人の問題であるかのように思わず、彼は「自分の国の問題だからこ
　そ行くのだ」と言った。
　　私は今年の夏にアメリカに帰る予定だが、まだ日本に対する義理が残っている。やはり、西条でお世話になっ
　た方々へのお返しは一生きちんとできないと思う。この西条に深く根付いている気持ち、その切っても切れない
　縁というのは、私を家族の一員として受け入れてくれたおかげだ。西条の皆さんの寛大な心をよそから来た私に
　見せてくれたことに限りない感謝をしている。どうもありがとうございました。　＜訳：国際交流員ケイレブ＞

限りない感謝75
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